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１．研究概要
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人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

⚫第11次交通安全基本計画では、「交通事故抑止に資する交通指
導取締りの推進」を重点施策と位置づけ。

⚫ 2021年にデジタル庁が創設。交通安全分野においても標準化な
どの対応が必要。

⚫ IATSSでは、平成２６年から「交通取締りハンドブック」を発行し、交
通取締りに関わる関係者への継続的な情報提供を実施。

急速に活用が進む人工知能AIを活用した、
事故抑止対策の進展に繋がる基礎的なモデルを開発

汎用的なアプリケーションの開発による多様な地域での展開や
対策効果の蓄積による地域に根差した対策案の検討を実現

１．２ 背景・目的、期待される効果

3
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人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

システムの汎用化検討

１．３ 研究開発のフロー

4

システムの仕様検討

アプリ開発入力データ作成

プロトタイプシステム構築

プロトタイプシステムの試行運用

アプリ改良入力データの改良

本システム構築

システム一般公開

2022年度

2023年度

アプリケーション
開発の外部委託

アプリケーション
改良の外部委託

システム開発

システム改良

実地での検証作業

2024年度

都道府県警ヒアリング

交通取締りハンドブック改訂
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２．交通指導取締り活動支援システム

一般公開
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２．１ 交通指導取締り活動支援システムの概要

6

取締り担当者

システム
管理者

①データベースサーバー

静的データ

動的データ

「交通指導取締り活動支援システム」

与条件

③描画システム

②評価システム

分析結果閲覧

データベース更新

取締り実施・
未実施の

事故リスク予測

取締り実施時の
事故リスク評価

事故リスク
評価

最適な取締り
位置を
分析

取締りの
効果を
分析

交通事故発生リスク
評価モデル

取締り効果
評価モデル

研究機関

与条件

分析データ
出力

⚫ 「交通事故発生リスク予測モデル」と「取締り効果
評価モデル」を組み合わせたシステム

⚫ モデルの算出結果を一連で可視化することにより、
取締り個所の決定を支援
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⚫ 昨年度までの研究で開発した「交
通指導取締り活動支援システム」
について、国際交通安全学会の
ホームページ上で⼀般公開。

⚫ 1機関からシステムデータの送付
申込があり、提供済。

２．２ 交通指導取締り活動支援システム 一般公開

7

＜IATSS HP トップページ＞

クリック
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⚫ 「交通指導取締り活動支援システム」の理論部分について、IATSS Research（2024）に論文掲載

Based on the results of past research on efficient 
traffic enforcement using AI, a research project on 
efficient accident prevention measures using AI was 
started in 2022, with a view toward future practical 
applications. The goal is to develop a hybrid model 
that combines a forecasting model based on 
knowledge gained from conventional statistical 
methods with an AI-based sequential update model 
using big data (see Fig. 11).

日本の交通取締りと交通
安全の関係について、こ
れまで経緯とIATSSプロ
ジェクトについて紹介

２．３ 構築したシステムの理論部分について論文掲載
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３．都道府県警ヒアリング
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３．１ ヒアリング実施状況

10

令和6年2月2日（金）
IATSS参加者：４名

秋田県警

令和6年9月20日（金）
IATSS参加者：8名

神奈川県警

令和6年12月13日（金）
IATSS参加者：11名

沖縄県警

令和7年1月10日（金）
IATSS参加者：10名

三重県警

令和6年9月13日（金）
IATSS参加者：8名

京都府警



11

人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

３．２ ヒアリング実施結果 （主な意見とICTについて）

11

H28～H30にかけて取締り件数
を減少させたら、死者数が増加

神奈川県警

交通監視・パトロール経路
選定・交通事故多発区間の
選定にAIシステムを活用

R6の死傷事故件数は45件で過去
最少、交通事故件数も減少傾向

三重県警

事故リスクAIについてシステムが
本部にあり、これから本格運用

訪日外国人（特に中国、台
湾、韓国）の事故が課題

沖縄県警

プローブデータを用いた
事故・渋滞の分析を実施

京都府内では道路構造により、
出会い頭事故が最も多い

事故発生状況と取締り活動
結果を可視化

京都府警

冬季(12月～2月)は交通事故が
多くなる一方で、取締り検挙が減少

交通事故の発生場所と取締り実施場所
を地図上で表示するシステムを保有

秋田県警
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３．３ システムの導入可能性

12

No. 対象者 主な意見

1 A警察 ⚫街頭活動による効果を予測して可視化できることで密度の濃い活動ができそう
⚫管轄の面積が広く、パトカー巡回もするので、街頭活動をシステムで提案された場所で行うのは難しい

2 B警察 ⚫県警内のシステムはあるが、活用できるかどうかは個人の能力に依存するため、そこのサポートとなるようなシ
ステムは活用できそう

⚫街頭活動の実施記録を日々システム入力の対応が可能かどうかは不明

3 C警察 ⚫取締り活動場所と時間が提案されるだけでも画期的であり、取締り活動計画の作成に要する労力の削減
に繋がるのであればありがたい

⚫所轄警察署の担当者が日々データ入力に対応するのは困難かもしれない

4 D警察 ⚫事故発生リスクが分かることは有効であり、今後の取締り活用に活かせそう
⚫ リスクの詳細（追突や出会い頭事故など）や活動方法まで提案してもらえると良い

5 E警察 ⚫活動箇所の選定に関してマンネリ化はあると思うので、それは解消できるのでは
⚫箇所の特徴（日の出や路面凍結など）も付与できると地域特性を考慮できると感じる

活動箇所選定の労力削減、サポートとしての役割に期待

交通指導取締り活動
支援システム
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４．ヒアリングを踏まえた

システムの汎用化検討
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人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

４．１ モデルの概要

14

②取締り活動提案モデル①事故リスク予測モデル

手法：重回帰ベイズ

事故リスク予測値

出力データ

事故リスク値の減少量を
最大化させる取締り活動を提案

事故リスク値を
1日・50m単位で予測

目的変数 事故リスク値[件]

説明変数

取締り活動値[h]

交差点数[個]

最高速度[km]

交通量[台/日]

手法：Deep Q-Network

活動なし時
事故リスク

仮想の活動後
事故リスク

仮想の
取締り活動

繰返し学習

最適な街頭活動場所・時間

メッシュ 活動時間[h]

No.4 2

No.10 1

メッシュ 予測値

No.1 0.2

… …

No.16 0.7

出力データ
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４．２ 事故発生リスク予測モデル

15

⚫ 事故リスクは重回帰ベイズモデルで予測
⚫ 入力データとして使用しているETC2.0プローブデータは非公開データ

データ内容 出典

ETC2.0プローブデータ 国土交通省

街頭活動データ 警視庁

道路環境 オープン

交通事故データ 警視庁

重回帰ベイズモデル

重回帰モデルとベイズ統計を組み合わせたもの

➢ 既知の確率に新たな情報を追加することで確率情報を更新可能
➢ データの更新が可能

𝑦 = 𝑎 + 𝑏𝑥𝑏 + 𝑐𝑥𝑐 + 𝑑𝑥𝑑 + 𝑒𝑥𝑒

𝑦 事故リスク (件) 𝑥𝑐 交通量(台/日) 𝑥𝑒 交差点数(個)

𝑥𝑏 取締り活動値(h) 𝑥𝑑 最高速度(km/h) 𝑎 定数項

汎用性の高いデータ
での代替を検討
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人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

４．３ 検討方法

16

⚫ 市販されており、誰でも入手可能な、以下の2種類のデータを対象に検討を実施

・提携しているスマホアプリから位置情報の利用を許諾し
たユーザーが対象（約3,000万人）
・ユーザーの位置情報を5～15分間隔で取得

提供可能データ
①ポイントデータ→移動手段や速度データの付与も可能
・ユーザーごとの緯度経度単位のデータ
②非集計ODデータ
・ユーザーごとに発地、着地を整理したデータ

提供可能データ
①旅行時間関連
・リンク旅行時間データ：走行データから道路区間ごとの旅
行時間を算出。道路幅員5.5m以上が対象。
②急減速関連
・急減速発生地点データ：減速度、発生日時、緯度経度。

・Hondaプローブデータを統計処理したものを販売
・営業車や貨物車を除いたHonda車の走行データが対象

自動車プローブデータ：
（Traffic Visionプローブデータ）

携帯プローブデータ（人流データ）
（Profile Passport）
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４．３ 検討方法

17

⚫ 各データで、分析メッシュごとの「交通量（データ量）」、「走行速度」、「急減速発生回数」
を比較し、代替可能性を検証

⚫ 各データの測位単位は以下の通り

商品名 ETC2.0プローブデータ
Traffic Vision
プローブデータ

Profile Passport

データ種類 ポイント 道路リンク ポイント

交通量
測位単位

200mごと
45°以上の方向転換時

DRM道路リンクごと
5分単位

125mごと
(125mメッシュ内で秘匿処理)

走行速度
測位単位

200mごと
45°以上の方向転換時

道路リンク長÷平均旅行時間
125mごと
(125mメッシュ内で秘匿処理)

急減速回数

測位単位

200mごと
45°以上の方向転換時
急挙動発生時

-0.25G以上の挙動発生時
(※ポイントデータ)

急挙動のデータは無し

備考
ETC2.0車載器の搭載割合に
応じた拡大処理を実施

ー
移動手段が「car」のデータ※に
限定して使用

※移動手段区分：bicycle、car、stay、train、walk（5種類）
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４．３ 検討方法

18

⚫ 各データで、分析メッシュごとの「交通量（データ量）」、「走行速度」、「急減速発生回数」
を比較し、代替可能性を検証

⚫ 各データからの算出方法は以下の通り

商品名 ETC2.0プローブデータ
Traffic Vision
プローブデータ

Profile Passport

交通量
集計方法

スプライン曲線でデータを補間し，
分析メッシュごとにデータ量を集
計

各分析メッシュに重なった道路リ
ンクの交通量
複数の道路リンクが該当する場
合は、全リンクの交通量を合算

分析メッシュごとにデータ量を集
計

走行速度
集計方法

スプライン曲線でデータを補間し，
分析メッシュごとにデータ最高値
を集計

各分析メッシュに重なった道路リ
ンクの走行速度の最高値

分析メッシュごとにデータ最高値
を集計

急減速回数

集計方法

-0.25G以上の挙動件数を
分析メッシュごとに集計
(-1.00G以上は除外する)

-0.25G以上の挙動件数を
分析メッシュごとに集計
(-1.00G以上は除外する)

ー

備考
ETC2.0車載器の搭載割合に
応じた拡大処理を実施

ー
移動手段が「car」のデータ※に
限定して使用

※移動手段区分：bicycle、car、stay、train、walk（5種類）
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４．４ 検討対象エリア

19

⚫ 試行運用を実施したエリア(東京都新宿区，50mメッシュ×2064個)

新宿駅都庁
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４．５ 検討結果（交通量）

20

（１）Traffic Visionプローブデータ

▼ETC2.0プローブデータ(1日分) ▼Traffic Visionプローブデータ(1日分)

小

交通量

大

小

交通量

大

⚫ どちらも道路上にデータがプロット
⚫ Traffic Visionの方が幹線道路の比重が
やや高い

⚫ 相関性がやや強い（相関係数：0.647）

相関係数 r = 0.647 
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４．５ 検討結果（交通量）

21

▼ETC2.0プローブデータ(1日分) ▼Profile Passport(1日分)

小

交通量

大

⚫ Profile Passportは、幹線道路上へのプ
ロットも認められるが、道路外へのプロットが
一定量存在

⚫ Profile Passportは、新宿駅及びその周
辺地区の比重が高い

⚫ 相関性が弱い（相関係数：0.116）

（２）Profile Passport

小

交通量

大

相関係数 r = 0.116 
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４．５ 検討結果（走行速度）

22

（１）Traffic Visionプローブデータ

▼ETC2.0プローブデータ(1日分) ▼Traffic Visionプローブデータ(1日分)

低

旅行速度

高

低

旅行速度

高

⚫ どちらも道路上にデータがプロット
⚫ Traffic Visionの方が幹線道路の比重が
やや高い

⚫ ETC2.0プローブの方が細かな変化がある
⚫ 相関性が強い（相関係数：0.811）

相関係数 r = 0.811 
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４．５ 検討結果（走行速度）

23

▼ETC2.0プローブデータ(1日分) ▼Profile Passport(1日分)

低

旅行速度

高

⚫ Profile Passportは、幹線道路上へのプ
ロットも認められるが、道路外へのプロットが
一定量存在

⚫ Profile Passportは、鉄道路線上の走行
速度が高い．trainをcarと誤判定か．

⚫ 相関性が弱い（相関係数：0.444）

（２）Profile Passport

低

旅行速度

高

相関係数 r = 0.444 
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４．５ 検討結果（急減速発生回数）

24

（１）Traffic Visionプローブデータ

▼ETC2.0プローブデータ(30日分) ▼Traffic Visionプローブデータ(30日分)

少

急挙動

多

⚫ どちらも道路上にデータがプロット
⚫ Traffic Visionの方が幹線道路の比重が
やや高い

⚫ ETC2.0は細街路や建物駐車場内の
データが含まれる

⚫ 相関性が強い（相関係数：0.720）

急挙動

多

少

相関係数 r = 0.720 
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５．交通取締りハンドブック改訂
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５．１ 改訂の概要

26

研究調査プロジェクト１
（2010年度～2012年度）

「交通安全と交通取締りに関する研究」
2013年度「交通取締りハンドブック」

研究調査プロジェクト２ （2015年度～2016年度）
の研究成果を追記して再整理

2017年度「交通取締りハンドブック」改訂版を発行

• 人工知能を用いた「交通指導取締り活動支
援システム」の加筆

• 開発モデルの仕様と利用方法等について

従前の内容の更新
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５．２ 改訂箇所及び内容

27

章 タイトル 改訂内容

1章 交通取締りの特性 変更なし

2章 交通取締りと交通事故の関係 変更なし

3章 交通取締りの地域差 変更なし

4章 交通違反の特性 変更なし

5章 交通取締りがドライバー意識に与える
影響

「交通街頭活動を見せることによる安全喚起」の
内容を更新

6章 事故を抑制する交通取締りに向けて 以下の2項目を新規追加
・取締り効果の違いによる交通事故の分類
・事故類型ごとの取締り効果の違い

7章 ICTを活用した効率的な事故防止
対策

章を新設
本研究成果に基づき、以下の7項目を掲載
・人工知能とは
・人工知能を用いた交通安全研究の変遷
・人工知能を用いた交通事故予測モデルの例①
・人工知能を用いた交通事故予測モデルの例②
・国際交通安全学会で構築したモデル
・交通取締り活動支援システムの概要
・交通取締り活動支援システムの概活用方法の紹介
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５．３ 改訂内容

28

（１）表紙イメージ
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５．３ 改訂内容

29

（２）5章の更新内容

このように交通街頭活動を見せることが交通事故の重大化を抑制する効果があることが観察
できる一方で、死亡事故の減少が下げ止まる傾向が近年顕著になってきていた。神奈川県警の
数値（下図）を見ても、減少傾向にあった交通事故死者数が2018 年に162 人となるなど
直近のコロナ禍を除けば死亡事故件数は下げ止まり傾向が見られる。この点は、「見せる活動」

の効果も、一定の検挙が伴わなければ運転者の交通安全意識を喚起し続けることは難しい
ことを示唆している。神奈川県警においても、近年では、交通街頭活動を見せる効果の発揮を継
続しつつ、検挙が有する事故抑止効果にも配意し、交通事故減少を目指す方針を採っている。
以上により、違反運転を行う運転者を検挙し、直接指導を行う取締りだけでなく、警戒を中

心とした交通街頭活動も、運転者の安全運転への意識を喚起し、効果的な交通安全対策となり

うることが分かる。直接指導と交通街頭活動をバランスよく組み合わせた対策が有効であろ
う。

ヒアリング結果を踏ま
えて、記載内容を更新
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５．３ 改訂内容

30

（３）6章の追加内容（例）

取締りによる交通事故抑制は、全ての事故に効果が期待されるとは
限らない。そのため、どのような事故が取締りによって減らせるか
明らかにし、効率的な取締りを見つける必要がある

新しい研究成果を踏ま
えて、説明頁を追加



31

人工知能を用いた効率的な事故防止対策に関する研究

５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

31

（１）効果的な交通安全対策
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

32

（２）IATSSモデルの概要

人工知能を用いた効率的な交通事故防止対策に関す
る研究プロジェクト（2022年～2024年）が国際交通
安全学会で実施された

研究プロジェク
トの成果を掲載
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

33

（３）システムの説明１
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

34

（３）システムの説明２
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

35

（３）システムの説明３
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

36

（３）システムの説明４
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

37

（３）システムの説明５
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

38

（３）システムの説明６
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

39

（３）システムの説明７
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５．４ 改訂内容 （新設：人工知能を用いた交通安全対策）

40

（３）システムの説明８
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６．研究の総括
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６．研究の総括

42

⚫ 構築したシステムの試行運用やヒアリング調査の結果に基づき、与条件の検証を実施
⚫ 各都道府県警察によって、保有データや利用可能データに差異があることが判明
⚫ 今後は、評価モデルの改良、システム汎用性の向上、データの蓄積等により、全国的なシステムへ
の展開を期待

試行運用・ヒアリング調査で
与条件を検証

評価モデルの
さらなる研究開発

取締り担当者

システム管理者

静的データ

動的データ

交通指導取締り活動支援システム

入力 描画システム

取締り活動支援システム

分析結果閲覧

データベース更新

取締り実施・
未実施の

事故リスク予測

取締り実施時の
事故リスク評価

事故リスク
評価

最適な取締り
位置を
分析

取締りの
効果を
分析

事故リスク
評価モデル

取締り効果
評価モデル

研究所など
開発機関

改良

オープンソースの
入手

各都道府県警

地図情報システム（QGISなどのオープン
ソフトまたは市販ソフト）

公開するIATSSモデル

システム改善など

データセット

入力

出力

外部データ等

全国的なシステムへ
の展開を期待

ETC2.0プローブデータの
代替データを検証

街頭活動データの
蓄積に期待
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